
令 和 6 年 能 登 半 島 地 震

災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動

看 護 補 助 者 は
や り が い あ る 仕 事 ！

看 護 専 門 外 来
ス ペ シ ャ リ ス ト た ち

で 活 躍 す る

特  集

府 民 と 看 護 を つ な ぐ

「 看 護 の 日 」 キ ャ ラ ク タ ー

大 阪 府 か ん ご ち ゃ ん

2 4
v ol .



R e p o r t 　 令 和 6 年 能 登 半 島 地 震  災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動

大 阪 府 看 護 協 会 は 、 日 本 看 護 協 会 の 要 請 を 受 け 、1 月

9 日 ～ 2 月 2 0 日 の 約 4 0 日 間 、「 災 害 支 援 ナ ー ス 」 を 派 遣

し ま し た  。

災 害 支 援 ナ ー ス と は 、 都 道 府 県 看 護 協 会 に 登 録 し 、 専

門 の 研 修 を 受 け た 看 護 師 で す 。 本 会 に は 、3 月 1 日 現 在

約 4 0 0 名 が 登 録 し て い ま す 。 い つ 起 こ る か わ か ら な い

災  害  に  備  え て  、 被  災  地  で  適  切  な  医  療 ・ 看  護  を  提  供  で  き

る よ う 人  材  育  成  に  努  め て い ま す  。

1 月 9 日 か ら 派  遣 を 開 始  、 各 地 か ら 派  遣 さ れ た 災 害 支

援 ナ ー ス は 金 沢 で 集 合 し 、 日 本 看 護 協 会 が 準 備 し た

バ ス で 能 登 半 島 の 派 遣 先 へ と 向 か い

ま し た 。 活 動 当 初 は 、 地 盤 の 隆 起 が 激

し く 、 道 路 が 寸 断 さ れ て い る 状 況 で 、

本 来 な ら 2 時 間 も か か ら な い と こ ろ を

8  時  間  か  け  て 派  遣  先  に  到  着 し ま し た  。

令 和 6 年 1 月1 日 午 後 4 時 1 0 分 、 石 川 県 能 登 地 方 で 「 最 大 震 度 7 」 の 地 震 が 発 生 し ま し た 。

亡 く な ら れ た 方 々 の ご 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ る と と も に 、 被 災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。

ま た 、 被 災 地 域 で 支 援 活 動 に 尽 力 す る 方 々 に 心 か ら 敬 意 を 表 し ま す 。

1 月 9 日 か ら 派 遣 の1 班 5 名 は 、2 カ 所 の 病 院 で 災 害 支 援 を 行 い ま し た 。 看 護 師 は 、 自 ら も 被 災 さ れ た に も

か か わ ら ず 、 入 院 患 者 さ ん に 平 時 と 変 わ り な い 看 護 を 行 い 、 入 院 や 別 の 病 院 へ の 退 院 調 整 な ど に 追 わ

れ て い ま し た 。 そ ん な 中 、D M A T ※ の 看 護 師 長 の 指 示 の 下 、 活 動 し ま し た 。 断 水 の た め 簡 易 ト イ レ を 使 用

し 、 感 染 が 拡 大 し な い よ う に 努 め て い ま し た 。

「 1. 5 次 避 難 所 と は 、 自 宅 で あ る 。 」 と 引 き 継 ぎ を 受 け ま し た 。 年 齢 層 は 子 ど も か

ら 高 齢 者 、 独 居 ・ 家 族 連 れ 、 多 世 帯 同 居 な ど 、 様 々 な 地 域 か ら の 入 所 で し た が 、

高 齢 者 が 多 か っ た で す 。 主 な 役 割 は 、 保 健 師 か ら 要 観 察 者 の 相 談 、 要 観 察 者

の 情 報 を 医 師 に 提 供 、 診 察 介 助 、 体 調 不 良 者 へ の 対 応 、 避 難 者 か ら の 診 察 依

頼 の 対 応 で し た 。 救 急 搬 送 の 連 絡 調 整 、 搬 送 も あ り ま し た 。

ま た 、 医 師 、 看 護 師 、 保 健 師 、 事 務 職 、 介 護 職 な ど 多 職 種 が 集 ま り 、 ミ ー テ ィ ン

グ を し ま し た 。 こ う し て 、3 泊 4 日 の 災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動 が 終 了 し ま し た 。

2 班 （ 1 月 1 2 日 ～ 1 5 日 ） か ら は 、 避 難 所 （ 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校 ） へ の 支 援 が 始 ま

り ま し た 。 体 調 不 良 の 方 に つ い て 、 医 師 に 診 察 や 薬 の 処 方 を 依 頼 し ま し た 。 点 滴

の 必 要 な 方 に は ダ ン ボ ー ル ベ ッ ド の 横 に 自 立 型 の そ う じ 用 モ ッ プ を 立 て 、 点 滴 ス

タ ン ド の  代 用 と す る こ と も あ り ま し た  。 避  難  者 は 高 齢  者  が 多 く  、 服  用 薬 を 把  握 す

る 必 要 が あ り ま し た 。 介 助 が 必 要 で 自 衛 隊 が 設 置 し た お 風 呂 ま で 行 け な い 方 は 、

身  体  を  拭  い  た り し ま し た  。

ま た 、 感 染 を 防 ぐ こ と に は 常 に 意 識 し ま し た 。 仮 設 ト イ レ は 、 消 毒 ス プ レ ー で 毎 日

掃 除 し 、 仮 設 ト イ レ １ 基 を 感 染 者 専 用 ト イ レ に 整 備 し ま し た 。 派 遣 当 初 は 看 護 師

側 で 行 う こ と も 多 か っ た で す が 、 徐 々 に 避 難 者 が 地 区 ご と に 集 ま り 、 自 ら 清 掃 、

環 境 整 備 、 換 気 な ど で き る よ う に 、 声 掛 け を し な が ら 自 立 に 向 け た 支 援 を 進 め て

い き ま し た  。

「 災 害 急 性 期 に 活 動 で き る 機 動 性 を 持 っ た ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 医 療 チ ー ム 」 と 定

義 さ れ て お り 、 災 害 派 遣 医 療 チ ー ム Di s a st er M e di c al A s si st a n c e T e a m の 頭 文 字 を

と っ て 「 D M A T （ デ ィ ー マ ッ ト ） 」 と 呼 ば れ て い る 。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震

大 阪 府 看 護 協 会 が 派 遣 し た 災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動 に つ い て レ ポ ー ト し ま す 。

被 災 さ れ た 方 の 声 を 聞 き 、 手 を 取 り 合 い 、

派 遣 さ れ た 災 害 支 援 ナ ー ス 全 員 が

一 丸 と な っ て 、 支 援 活 動 に 臨 み ま し た 。

災 害  支  援 ナ ー ス
被 災 さ れ た 方 に 心 を 寄 せ て

の 活 動

1. 5 次 避 難 所

１ 次 避 難 所 と は ・ ・ ・ 災 害 時 の 危 険 を 回 避 す る た め に

一 時 的 に 避 難 す る 場 所 、ま た は 帰 宅 困 難 者 が

公 共 交 通 機 関 が 回 復 す る ま で 待 機 す る 場 所 。

１. 5 次 避 難 所 と は ・ ・ ・

ホ テ ル な ど の 2 次 避 難 所 に 入 る ま で

一 時 的 に 被 災 者 を 受 け 入 れ る 場 所 。

支 援 活 動 0 1 病  院

支 援 活 動 0 2 １ 次 避 難 所

支 援 活 動 0 3 1 .5 次 避 難 所

自  立  型  の そ う じ  用  モ ッ プ  を

点 滴 ス タ ン ド と し て 代 用 !

歩 行 訓 練 ・ 見 守 り

建 物 外 に 設 置 さ れ た 仮 設 ト イ レ 車 中 泊 の 方 へ の 夜 間 巡 視

車 中 泊 の 方 へ の 夜 間 巡 視 や 建 物 外 の 仮 設

ト イ レ へ の 介 助 な ど 、 降 雪 に よ る 転 倒 防 止

に 留 意 し 、 支 援 を 行 い ま し た 。

日 本 看 護 協 会 か ら の 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 活 動 は 、2 月 2 9 日 を も ち 全 て 終 了 と な り ま し た 。 本 会 の 派 遣 調 整 も
一 区 切 り と な り ま す が 、 被 災 地 の 復 興 と 再 生 へ の 道 の り は こ れ か ら で す 。 本 会 で は 、 今 後 も 被 災 地 に 心 を 寄
せ 、 被 災 地 の た め に 活 動 で き る 災 害 支 援 ナ ー ス の 育 成 に 努 め て ま い り ま す 。

● 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 実 績

病 院
市  立  輪  島  病  院 ・
公 立 宇 出 津 総 合 病 院

1 月 9 日 ～1 月1 2 日

1 月1 2 日 ～1 月 2 4 日 ・1 月 2 7 日 ～ 2 月 8 日

派 遣 先 派 遣 期 間 派 遣 人 数

1 次 避 難 所 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校

5 名

2 6 名

1 月1 2 日 ～1 月1 5 日 ・1 月 2 7 日 ～1 月 3 0 日 ・
2 月 8 日 ～ 2 月 2 0 日1. 5 次 避 難 所

い し か わ  総  合
ス ポ ー ツ セ ン タ ー

合 計 4 3 名

1 2 名

D M A T と は ?
※

災 害 支 援 ナ ー ス

生 の 声
な ま

日 本 看 護 協 会 災 害 支 援 ナ ー ス は 、 国 内 の 多 く の 地 域 で の 活 動 実 績 が 評 価 さ れ 、 こ の た び 「 第 5 8 回 吉 川 英 治 文 化 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。
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R e p o r t 　 令 和 6 年 能 登 半 島 地 震  災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動

大 阪 府 看 護 協 会 は 、 日 本 看 護 協 会 の 要 請 を 受 け 、1 月

9 日 ～ 2 月 2 0 日 の 約 4 0 日 間 、「 災 害 支 援 ナ ー ス 」 を 派 遣

し ま し た  。

災 害 支 援 ナ ー ス と は 、 都 道 府 県 看 護 協 会 に 登 録 し 、 専

門 の 研 修 を 受 け た 看 護 師 で す 。 本 会 に は 、3 月 1 日 現 在

約 4 0 0 名 が 登 録 し て い ま す 。 い つ 起 こ る か わ か ら な い

災  害  に  備  え て  、 被  災  地  で  適  切  な  医  療 ・ 看  護  を  提  供  で  き

る よ う 人  材  育  成  に  努  め て い ま す  。

1 月 9 日 か ら 派  遣 を 開 始  、 各 地 か ら 派  遣 さ れ た 災 害 支

援 ナ ー ス は 金 沢 で 集 合 し 、 日 本 看 護 協 会 が 準 備 し た

バ ス で 能 登 半 島 の 派 遣 先 へ と 向 か い

ま し た 。 活 動 当 初 は 、 地 盤 の 隆 起 が 激

し く 、 道 路 が 寸 断 さ れ て い る 状 況 で 、

本 来 な ら 2 時 間 も か か ら な い と こ ろ を

8  時  間  か  け  て 派  遣  先  に  到  着 し ま し た  。

令 和 6 年 1 月1 日 午 後 4 時 1 0 分 、 石 川 県 能 登 地 方 で 「 最 大 震 度 7 」 の 地 震 が 発 生 し ま し た 。

亡 く な ら れ た 方 々 の ご 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ る と と も に 、 被 災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。

ま た 、 被 災 地 域 で 支 援 活 動 に 尽 力 す る 方 々 に 心 か ら 敬 意 を 表 し ま す 。

1 月 9 日 か ら 派 遣 の1 班 5 名 は 、2 カ 所 の 病 院 で 災 害 支 援 を 行 い ま し た 。 看 護 師 は 、 自 ら も 被 災 さ れ た に も

か か わ ら ず 、 入 院 患 者 さ ん に 平 時 と 変 わ り な い 看 護 を 行 い 、 入 院 や 別 の 病 院 へ の 退 院 調 整 な ど に 追 わ

れ て い ま し た 。 そ ん な 中 、D M A T ※ の 看 護 師 長 の 指 示 の 下 、 活 動 し ま し た 。 断 水 の た め 簡 易 ト イ レ を 使 用

し 、 感 染 が 拡 大 し な い よ う に 努 め て い ま し た 。

「 1. 5 次 避 難 所 と は 、 自 宅 で あ る 。 」 と 引 き 継 ぎ を 受 け ま し た 。 年 齢 層 は 子 ど も か

ら 高 齢 者 、 独 居 ・ 家 族 連 れ 、 多 世 帯 同 居 な ど 、 様 々 な 地 域 か ら の 入 所 で し た が 、

高 齢 者 が 多 か っ た で す 。 主 な 役 割 は 、 保 健 師 か ら 要 観 察 者 の 相 談 、 要 観 察 者

の 情 報 を 医 師 に 提 供 、 診 察 介 助 、 体 調 不 良 者 へ の 対 応 、 避 難 者 か ら の 診 察 依

頼 の 対 応 で し た 。 救 急 搬 送 の 連 絡 調 整 、 搬 送 も あ り ま し た 。

ま た 、 医 師 、 看 護 師 、 保 健 師 、 事 務 職 、 介 護 職 な ど 多 職 種 が 集 ま り 、 ミ ー テ ィ ン

グ を し ま し た 。 こ う し て 、3 泊 4 日 の 災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動 が 終 了 し ま し た 。

2 班 （ 1 月 1 2 日 ～ 1 5 日 ） か ら は 、 避 難 所 （ 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校 ） へ の 支 援 が 始 ま

り ま し た 。 体 調 不 良 の 方 に つ い て 、 医 師 に 診 察 や 薬 の 処 方 を 依 頼 し ま し た 。 点 滴

の 必 要 な 方 に は ダ ン ボ ー ル ベ ッ ド の 横 に 自 立 型 の そ う じ 用 モ ッ プ を 立 て 、 点 滴 ス

タ ン ド の  代 用 と す る こ と も あ り ま し た  。 避  難  者 は 高 齢  者  が 多 く  、 服  用 薬 を 把  握 す

る 必 要 が あ り ま し た 。 介 助 が 必 要 で 自 衛 隊 が 設 置 し た お 風 呂 ま で 行 け な い 方 は 、

身  体  を  拭  い  た り し ま し た  。

ま た 、 感 染 を 防 ぐ こ と に は 常 に 意 識 し ま し た 。 仮 設 ト イ レ は 、 消 毒 ス プ レ ー で 毎 日

掃 除 し 、 仮 設 ト イ レ １ 基 を 感 染 者 専 用 ト イ レ に 整 備 し ま し た 。 派 遣 当 初 は 看 護 師

側 で 行 う こ と も 多 か っ た で す が 、 徐 々 に 避 難 者 が 地 区 ご と に 集 ま り 、 自 ら 清 掃 、

環 境 整 備 、 換 気 な ど で き る よ う に 、 声 掛 け を し な が ら 自 立 に 向 け た 支 援 を 進 め て

い き ま し た  。

「 災 害 急 性 期 に 活 動 で き る 機 動 性 を 持 っ た ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 医 療 チ ー ム 」 と 定

義 さ れ て お り 、 災 害 派 遣 医 療 チ ー ム Di s a st er M e di c al A s si st a n c e T e a m の 頭 文 字 を

と っ て 「 D M A T （ デ ィ ー マ ッ ト ） 」 と 呼 ば れ て い る 。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震

大 阪 府 看 護 協 会 が 派 遣 し た 災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動 に つ い て レ ポ ー ト し ま す 。

被 災 さ れ た 方 の 声 を 聞 き 、 手 を 取 り 合 い 、

派 遣 さ れ た 災 害 支 援 ナ ー ス 全 員 が

一 丸 と な っ て 、 支 援 活 動 に 臨 み ま し た 。

災 害  支  援 ナ ー ス
被 災 さ れ た 方 に 心 を 寄 せ て

の 活 動

1. 5 次 避 難 所

１ 次 避 難 所 と は ・ ・ ・ 災 害 時 の 危 険 を 回 避 す る た め に

一 時 的 に 避 難 す る 場 所 、ま た は 帰 宅 困 難 者 が

公 共 交 通 機 関 が 回 復 す る ま で 待 機 す る 場 所 。

１. 5 次 避 難 所 と は ・ ・ ・

ホ テ ル な ど の 2 次 避 難 所 に 入 る ま で

一 時 的 に 被 災 者 を 受 け 入 れ る 場 所 。

支 援 活 動 0 1 病  院

支 援 活 動 0 2 １ 次 避 難 所

支 援 活 動 0 3 1 .5 次 避 難 所

自  立  型  の そ う じ  用  モ ッ プ  を

点 滴 ス タ ン ド と し て 代 用 !

歩 行 訓 練 ・ 見 守 り

建 物 外 に 設 置 さ れ た 仮 設 ト イ レ 車 中 泊 の 方 へ の 夜 間 巡 視

車 中 泊 の 方 へ の 夜 間 巡 視 や 建 物 外 の 仮 設

ト イ レ へ の 介 助 な ど 、 降 雪 に よ る 転 倒 防 止

に 留 意 し 、 支 援 を 行 い ま し た 。

日 本 看 護 協 会 か ら の 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 活 動 は 、2 月 2 9 日 を も ち 全 て 終 了 と な り ま し た 。 本 会 の 派 遣 調 整 も
一 区 切 り と な り ま す が 、 被 災 地 の 復 興 と 再 生 へ の 道 の り は こ れ か ら で す 。 本 会 で は 、 今 後 も 被 災 地 に 心 を 寄
せ 、 被 災 地 の た め に 活 動 で き る 災 害 支 援 ナ ー ス の 育 成 に 努 め て ま い り ま す 。

● 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 実 績

病 院
市  立  輪  島  病  院 ・
公 立 宇 出 津 総 合 病 院

1 月 9 日 ～1 月1 2 日

1 月1 2 日 ～1 月 2 4 日 ・1 月 2 7 日 ～ 2 月 8 日

派 遣 先 派 遣 期 間 派 遣 人 数

1 次 避 難 所 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校

5 名

2 6 名

1 月1 2 日 ～1 月1 5 日 ・1 月 2 7 日 ～1 月 3 0 日 ・
2 月 8 日 ～ 2 月 2 0 日1. 5 次 避 難 所

い し か わ  総  合
ス ポ ー ツ セ ン タ ー

合 計 4 3 名

1 2 名

D M A T と は ?
※

災 害 支 援 ナ ー ス

生 の 声
な ま

日 本 看 護 協 会 災 害 支 援 ナ ー ス は 、 国 内 の 多 く の 地 域 で の 活 動 実 績 が 評 価 さ れ 、 こ の た び 「 第 5 8 回 吉 川 英 治 文 化 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。
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特 集 ・ 看 護 専 門 外 来

大 阪 医 科 薬 科 大 学 病 院

糖 尿 病 看 護 認 定 看 護 師

　 当 院 の 糖 尿 病 看 護 外 来 に は 、 糖 尿 病 看 護 認 定 看 護 師

１ 名 、 日 本 糖 尿 病 療 養 指 導 士 ４ 名 、 糖 尿 病 重 症 化 予 防

（ フ ッ ト ケ ア ） 研 修 を 修 了 し た 看 護 師 ６ 名 が 在 籍 し 、 日 常

生 活 を 送 る 患 者 さ ん に 対 し 看 護 ケ ア や 相 談 、 指 導 な ど 、

療  養  の  サ  ポ  ー ト  を  行  っ て  い ま  す  。

　 糖 尿 病 の 方 は 食 事 に よ っ て 血 糖 値 が 変 動 す る た め 、 血

糖 値 の 測 定 が １ 日 数 回 必 要 と な り 、 生 活 の 自 己 管 理 が 重

要 で す 。 最 近 の 糖 尿 病 治 療 に は 、 ス マ ー ト フ ォ ン と 連 動 し

て 持 続 的 に 血 糖 値 が わ か る 測 定 器 や 、 ア プ リ で 血 糖 管 理

が 行 え る よ う に な る な ど 、 治 療 に 伴 う 負 担 を 減 ら す た め の 機 器 類 が 増 え て き て い ま す 。 苦 手 意 識 が あ る

方 に は 、 し っ か り 時 間 を か け て ご 説 明 し 、 負 担 感 の 軽  減 に つ と め て い ま す 。

糖 尿 病 看 護 外 来 と は

　 患 者 A さ ん （ 8 2 歳 女 性 ） は 自 営 業 で 週 ６ 日 、 朝 か ら 2 2 時 頃 ま で 働 い て お ら れ 、 自 己 血 糖 測 定 も １ 日 １

回 し か で き て い な か っ た た め 、 １ 日 の 中 の ど の 時 間 帯 の 血 糖 値 が 高 い の か わ か り ま せ ん で し た 。 そ こ

で 、 最 新 の 測 定 器 を 導 入 す る こ と に な り ま し た 。 初 回 の 面 談 で は 「 思 っ て い た の と 違 う ！ 」 と 拒 否 さ れ ま

し た が  、 忙 し い 日 々 を 送 っ て い る A さ ん だ か ら こ そ 向 い て い る 方 法 だ か ら １ 度 だ け で も 試 し て ほ し い と い

う こ と を 説 明 す る と 、「 や っ ぱ り や れ る だ け の 事 は し て み よ う と 思 う 」 と 心 境 に 変 化 が あ り 、 導 入 で き ま

し た 。A さ ん は 実 際 に 使 っ て み て 、 便 利 さ を 実 感 さ れ て い ま す 。 そ し て 、 主 治 医 も 注 射 薬 の 量 の 調 整 が 行

え る よ う に な り 、 血 糖 値 も 少 し ず つ 改 善 し て い ま す 。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

糖 尿 病 看 護 外 来Voic e.01

井 上 裕 美 さ ん

　 ま た 、 イ ン ス リ ン 注 射 に よ る 治 療 を

行 っ て い る 方 に は 、 療 養 相 談 の 他 、 糖 尿

病  の  合  併  症  に よ り 下  肢  切  断  に  至 ら な  い

よ う 、 足 の 爪 切 り や 胼 胝 （ タ コ ） の 処 置 な

ど フ ッ ト ケ ア を 通 し て 、 最 終 的 に は 患 者

さ ん 自 身 が 自 分 で 適 切 な ケ ア が で き る

よ う に な る こ と を 目 標 と し た 「 フ ッ ト ケ ア

外 来 」 を 実 施 し て い ま す 。

患 者 さ ん と の 何 気 な い 雑 談 の 中 に も 指 導 の ヒ ン ト が 。

し っ か り 時 間 を か け て 療 養 の サ ポ ー ト を し て い ま す 。

医 師 や さ ま ざ ま な 職 種 と 連 携 し 、

適 切 な ケ ア や 指 導 を 行 う こ と で

疾 患 の 重 症 化 を 予 防 。

糖 尿 病 看 護 外 来 ス ト ー マ 外 来

緩 和 ケ ア 外 来 助 産 師 外 来

問 診 診 察 介 助 患 者 教 育 な ど

患 者 さ ん が 安 心 し て 暮 ら せ る よ う サ ポ ー ト し て い ま す

看 護 専 門 外 来

ス ペ シ ャ リ ス ト た ち

で 活 躍 す る

看 護 専 門 外 来 で 活 動 し て い る 4 人 の 看 護 職 を 、

患  者 さ ん と の  エ ピ  ソ ー ド を  交  え な  が ら ご  紹  介 し ま す  。

V oice. 01 Voice. 0 2

Voice. 03 Voice. 0 4

人 口 減 少 に 伴 い 、 医 療 機 関 で は 外 来 患 者 数 の 減 少 が 進 む

一  方  で  、 在  院  日  数  の  短  縮  化  と  医  療  技  術  の  進  歩  も  あ  り  、 入  院

医  療  と  在  宅  医  療  の  間  に  位  置  す  る 「  外  来  」 が  担  う  役  割  は  多  様

化 ・ 高  度  化  し て  き  て  い  ま  す  。

外  来  に  通  院  さ  れ  る  患  者  さ  ん  は 「  療  養  者  」 で  あ  る  と  同  時  に

「 生 活 者 」 と し て の 側 面 が 大 き く 、 治 療 と 生 活 の 支 援 を 一

体 的 に 行 う こ と が で き る 看 護 職 の 介 入 が ま す ま す 重 要 と

な っ て い ま す  。

そ こ で 、 医 療 機 関 で は 各 分 野 の 専 門 的 な 知 識 や ス キ ル を

も っ た 看 護 職 に よ る 「 看 護 専 門 外 来 」 を 開 設 し て い ま す 。

イ ン ス リ ン  導  入  時  の  パ  ン  フ レ  ッ ト

特 集

看 護 専 門 外 来 で は 主 に

こ れ ら の こ と を 行 っ て い ま す 。

今 回 は こ ち ら の 4 つ の
看 護 専 門 外 来 を

ご 紹 介 し ま す ！
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特 集 ・ 看 護 専 門 外 来

大 阪 医 科 薬 科 大 学 病 院

糖 尿 病 看 護 認 定 看 護 師

　 当 院 の 糖 尿 病 看 護 外 来 に は 、 糖 尿 病 看 護 認 定 看 護 師

１ 名 、 日 本 糖 尿 病 療 養 指 導 士 ４ 名 、 糖 尿 病 重 症 化 予 防

（ フ ッ ト ケ ア ） 研 修 を 修 了 し た 看 護 師 ６ 名 が 在 籍 し 、 日 常

生 活 を 送 る 患 者 さ ん に 対 し 看 護 ケ ア や 相 談 、 指 導 な ど 、

療  養  の  サ  ポ  ー ト  を  行  っ て  い ま  す  。

　 糖 尿 病 の 方 は 食 事 に よ っ て 血 糖 値 が 変 動 す る た め 、 血

糖 値 の 測 定 が １ 日 数 回 必 要 と な り 、 生 活 の 自 己 管 理 が 重

要 で す 。 最 近 の 糖 尿 病 治 療 に は 、 ス マ ー ト フ ォ ン と 連 動 し

て 持 続 的 に 血 糖 値 が わ か る 測 定 器 や 、 ア プ リ で 血 糖 管 理

が 行 え る よ う に な る な ど 、 治 療 に 伴 う 負 担 を 減 ら す た め の 機 器 類 が 増 え て き て い ま す 。 苦 手 意 識 が あ る

方 に は 、 し っ か り 時 間 を か け て ご 説 明 し 、 負 担 感 の 軽  減 に つ と め て い ま す 。

糖 尿 病 看 護 外 来 と は

　 患 者 A さ ん （ 8 2 歳 女 性 ） は 自 営 業 で 週 ６ 日 、 朝 か ら 2 2 時 頃 ま で 働 い て お ら れ 、 自 己 血 糖 測 定 も １ 日 １

回 し か で き て い な か っ た た め 、 １ 日 の 中 の ど の 時 間 帯 の 血 糖 値 が 高 い の か わ か り ま せ ん で し た 。 そ こ

で 、 最 新 の 測 定 器 を 導 入 す る こ と に な り ま し た 。 初 回 の 面 談 で は 「 思 っ て い た の と 違 う ！ 」 と 拒 否 さ れ ま

し た が  、 忙 し い 日 々 を 送 っ て い る A さ ん だ か ら こ そ 向 い て い る 方 法 だ か ら １ 度 だ け で も 試 し て ほ し い と い

う こ と を 説 明 す る と 、「 や っ ぱ り や れ る だ け の 事 は し て み よ う と 思 う 」 と 心 境 に 変 化 が あ り 、 導 入 で き ま

し た 。A さ ん は 実 際 に 使 っ て み て 、 便 利 さ を 実 感 さ れ て い ま す 。 そ し て 、 主 治 医 も 注 射 薬 の 量 の 調 整 が 行

え る よ う に な り 、 血 糖 値 も 少 し ず つ 改 善 し て い ま す 。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

糖 尿 病 看 護 外 来Voic e.01

井 上 裕 美 さ ん

　 ま た 、 イ ン ス リ ン 注 射 に よ る 治 療 を

行 っ て い る 方 に は 、 療 養 相 談 の 他 、 糖 尿

病  の  合  併  症  に よ り 下  肢  切  断  に  至 ら な  い

よ う 、 足 の 爪 切 り や 胼 胝 （ タ コ ） の 処 置 な

ど フ ッ ト ケ ア を 通 し て 、 最 終 的 に は 患 者

さ ん 自 身 が 自 分 で 適 切 な ケ ア が で き る

よ う に な る こ と を 目 標 と し た 「 フ ッ ト ケ ア

外 来 」 を 実 施 し て い ま す 。

患 者 さ ん と の 何 気 な い 雑 談 の 中 に も 指 導 の ヒ ン ト が 。

し っ か り 時 間 を か け て 療 養 の サ ポ ー ト を し て い ま す 。

医 師 や さ ま ざ ま な 職 種 と 連 携 し 、

適 切 な ケ ア や 指 導 を 行 う こ と で

疾 患 の 重 症 化 を 予 防 。

糖 尿 病 看 護 外 来 ス ト ー マ 外 来

緩 和 ケ ア 外 来 助 産 師 外 来

問 診 診 察 介 助 患 者 教 育 な ど

患 者 さ ん が 安 心 し て 暮 ら せ る よ う サ ポ ー ト し て い ま す

看 護 専 門 外 来

ス ペ シ ャ リ ス ト た ち

で 活 躍 す る

看 護 専 門 外 来 で 活 動 し て い る 4 人 の 看 護 職 を 、

患  者 さ ん と の  エ ピ  ソ ー ド を  交  え な  が ら ご  紹  介 し ま す  。

V oice. 01 Voice. 0 2

Voice. 03 Voice. 0 4

人 口 減 少 に 伴 い 、 医 療 機 関 で は 外 来 患 者 数 の 減 少 が 進 む

一  方  で  、 在  院  日  数  の  短  縮  化  と  医  療  技  術  の  進  歩  も  あ  り  、 入  院

医  療  と  在  宅  医  療  の  間  に  位  置  す  る 「  外  来  」 が  担  う  役  割  は  多  様

化 ・ 高  度  化  し て  き  て  い  ま  す  。

外  来  に  通  院  さ  れ  る  患  者  さ  ん  は 「  療  養  者  」 で  あ  る  と  同  時  に

「 生 活 者 」 と し て の 側 面 が 大 き く 、 治 療 と 生 活 の 支 援 を 一

体 的 に 行 う こ と が で き る 看 護 職 の 介 入 が ま す ま す 重 要 と

な っ て い ま す  。

そ こ で 、 医 療 機 関 で は 各 分 野 の 専 門 的 な 知 識 や ス キ ル を

も っ た 看 護 職 に よ る 「 看 護 専 門 外 来 」 を 開 設 し て い ま す 。

イ ン ス リ ン  導  入  時  の  パ  ン  フ レ  ッ ト

特 集

看 護 専 門 外 来 で は 主 に

こ れ ら の こ と を 行 っ て い ま す 。

今 回 は こ ち ら の 4 つ の
看 護 専 門 外 来 を

ご 紹 介 し ま す ！
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特 集 ・ 看 護 専 門 外 来

大 阪 大 学 医 学 部 附 属 病 院

緩 和 医 療 セ ン タ ー ジ ェ ネ ラ ル マ ネ ー ジ ャ ー

　 緩 和 ケ ア と は 、 治 療 を 受 け る 中 で 生 じ る か ら だ や 心 の つ ら

さ を 和 ら げ  、 患 者 さ ん や ご 家 族 が 自 分 ら し く 過 ご す こ と が で

き る よ う 援 助 す る 関 わ り で す 。 従 来 は 、 緩 和 ケ ア ＝ 病 気 の 治

療 法 が な く な っ た 方 の 終 末 期 ケ ア と 認 識 さ れ て い ま し た が 、

現 在 で は 患 者 さ ん が 生 命 を 脅 か す 病 気 の 診 断 を 受 け た 時 点

か ら 病 気 の 治 療 と 並 行 し て 早 期 に 緩 和 ケ ア を 取 り 入 れ 、 患 者

さ ん や ご  家  族  の 苦  痛 を 緩  和 し な が ら 治 療  や 療  養 を 行 う こ と

が す す め ら れ て い ま す  。

　 当 院 の 緩 和 ケ ア 外 来 で も 、 痛 み だ

け で な く  、 不 眠  や 気 持 ち の つ ら さ な ど

の 緩 和 に 取 り 組 ん で い ま す 。 が ん 治 療

と 並 行 し て 緩 和 ケ ア を 行 う こ と で 外

来 通 院 中 の 患 者 さ ん へ よ り 質 の 高 い

ケ ア が  提  供  で  き る よ う に  な る と 共  に  、

手  術  や  抗  が ん  剤 な ど 病  気 に 対  す る 治

療  へ の 効  果  の 向  上 に つ な が る こ と が

期  待 さ れ て い ま す  。

緩 和 ケ ア 外 来 と は

　  初  診  時 に は 必 ず 患 者 さ ん  の ご 希 望 を お 聴 き し ま す  。 あ る 患 者 さ ん は  、 少 し で も 不 安  や  恐  怖 が  和 ら い

で ほ し い と 希 望 さ れ  、 心 身 と も に 落 ち 着 い た 状  態 で 生 活 で き る よ う 気 持 ち の 整  理 や 状  況 に 合 わ せ て 薬

剤 の 調 整 を 行 い ま し た 。 ２ 回 目 の 受 診 時 に は 、 抗 が ん 剤 治 療 の 副 作 用 や 治 療 へ の 不 安 、 今 後 の 人 生 を

ど う 生 き る か な ど 気 持 ち の 揺 れ や 思 い を お 聴 き し ま し た 。 診 察 後 「 こ こ で 話 せ て よ か っ た 。 治 療 を し た く

な い わ け で は な く 踏 ん 切 り が つ か な か っ た 。 希 望 や 趣 味 を 質 問

さ れ て 、 好 き な 音 楽 す ら 聞 い て い な い こ と に 気 づ い た 。 治 療 を

し て 落 ち 着 い た ら や り た い こ と が で て く る か も し れ な い 。 」 と 話

さ れ 治 療 開 始 を 決 断 さ れ ま し た 。

　 こ の よ う に 、 緩 和 ケ ア 外 来 で は 、 患 者 さ ん や ご 家 族 の つ ら い

症 状 や お 気 持 ち 、 生 活 の 状 況 や 希 望 な ど を お 聴 き し ま す 。 患 者

さ ん や ご 家 族 が 自 分 ら し く 過 ご す こ と が で き る よ う こ れ か ら も

気 持 ち に 寄 り 添 っ た 看 護 を 外 来 で 続 け て い き た い と 思 い ま す  。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

林 み ず ほ さ ん

ス ト ー マ  外  来 と は

　 以 前 、 他 院 で 手 術 を 受 け た も の の ス ト ー マ 外 来 が な

い た め 、 受 診 さ れ た 方 が い ら っ し ゃ い ま し た 。「 傍 ス

ト ー マ ヘ ル ニ ア 」 と い う 合 併 症 が あ り 、「 今 の 方 法 で よ

い の か 、 他 に 対 処 法 が あ る の か 気 に な っ て 不 安 だ っ

た 。 」 と の 事 で 、 ス ト ー マ と 腹 部 の 状 態 を 確 認 し 、 ヘ ル

ニ ア ベ ル ト の 使 用 方 法 や 排 便 コ ン ト ロ ー ル な ど 生 活 に

合  っ た ケ  ア  方  法  を ご  説  明 し ま し た  。

　 そ の 方 の 受 診 は こ の １ 度 き り だ っ た の で す が 、 後 日

い た だ い た お 手 紙 に は 「  不 安 も 解 消 し 平 穏 に 日 常 生 活

を 送 ら せ て 頂 い て 居 り ま す  。 し か し ス ト ー マ と は 今 後 も

一 生 の 付 き 合 い 。 そ の 間 ヘ ル ニ ア 等 は 覚 悟 せ ね ば な

り ま せ ん 。 当 日 、 仰 っ て 下 さ っ た 言 葉 に 支 え ら れ て 今 後

も 頑 張 っ て い こ う と 思 い ま す 。 ぜ ひ ま た よ ろ し く お 願 い

致 し た く 存 じ ま す 。 」 と 書 か れ て い ま し た 。

　  こ  の よ う に  ス ト  ー マ  保  有  者  の  方  が  安  心 し て  日  常  生  活

が 送 れ る よ う に 、 今 後 も お 手 伝 い で き れ ば と 思 っ て い

ま す 。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

大 阪 鉄 道 病 院

皮 膚 ・ 排 泄 ケ ア 認 定 看 護 師 柿 元 奈 緒 子 さ ん

　 人 工 肛 門 ・ 人 工 膀 胱 （ ス ト ー マ ） を つ く る 手 術 を 受 け

ら れ た 方 や 、 こ れ か ら 手 術 を 受 け る 予 定 の 方 を 対 象 と

し た 外 来 で す 。 当 院 の ス ト ー マ 外 来 で は 、 手 術 前 の 方 か

ら 手 術 後 2 0 年 以 上 経 過 さ れ た 方 ま で 幅 広 く 受 診 さ れ

て い ま す 。 主 に 専 門 の 研 修 を 修 了 し た 看 護 師 （ 皮 膚 ・ 排

泄 ケ ア 認 定 看 護 師 ） が 担 当 し ま す が 、 必 要 に 応 じ て 外

科 医 師 や 泌 尿 器 科 医 師 と 連 携 し て い ま す 。 ま た 、 当 院

で 手  術 を 受 け た 方 は も ち ろ ん 、 他 院 で 手 術 を 受 け た 方

で 「 手 術 を 受 け た 病 院 に ス ト ー マ 外 来 が な い 」「 手 術 を

受 け た 病  院 が 自 宅 か ら 遠 く ス ト ー マ 外 来 に 通 う の が  難

し い 」 と い っ た ケ ー ス は 、 紹 介 状 を 持 参 の う え 診 療 科 医

師 の 診 察 を 受 け て い た だ け れ ば 受 診 で き ま す 。

● 手 術 予 定 の 方

・ 少 し で も 安 心 し て 手 術 に 臨 め る よ う に

  ス ト ー マ に 関 す る 情 報 を 提 供 。

・ 具 体 的 な 疑 問 に お 答 え す る 。

● 手 術 を 受 け ら れ た 方

・ 定 期 的 な ス ト ー マ と 周 り の

  皮 膚 の チ ェ ッ ク 。

・ ス キ ン ケ ア や 装 具 の 紹 介 。

・ ト ラ ブ ル が 発 生 し た 場 合 の 対 応 。

・ 日 常 生 活 を 送 る う え で の ス ト ー マ ケ ア の 工 夫 。

ス ト ー  マ  外  来  の  ケ  ア  で  行  っ て  い る こ と

● 日 常 生 活 へ の 不 安

・ 何  を  食  べ  た  ら  い  い  か  。

・ お 風 呂 に は 入 れ る の か 。

● ス ト ー マ ケ ア へ の 不 安

・ 排 泄 物 が 漏 れ る の で は な い か 。

・ 皮 膚 が か ぶ れ る の で は な い か 。

・ 装 具 が 外 れ る の で は な い か 。

・ 臭 う の で は な い か 。

主 な 相 談 内 容 に つ い て

?

患 者 さ ん が 少 し で も 安 心 し て 日 常 生 活 を 送 れ る よ う 、

情 報 提 供 や ス ト ー マ ケ ア の 工 夫 な ど お 伝 え し て い ま す 。

緩 和 ケ ア 外 来 は チ ー ム 体 制 ！

身 体 症 状 担 当 医 ・ 精 神 症 状 担 当

医 ・ 看 護 師 （ が ん 看 護 専 門 看 護 師 、

緩 和 ケ ア 認 定 看 護 師 ） を 中 心 に 、

必 要 に 応 じ て 薬 剤 師 ・ 医 療 ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ ー と 連 携 し 、 多 職 種 で

対  応 し て い ま す 。

ま た 、 ペ イ ン 外 来 （ が ん 疼 痛 緩 和 初

診 ） と も 連 携 し 、 入 院 ・ 外 来 で 切 れ

目 の な い 緩 和 ケ ア を 提 供 す る 体 制

を  取 っ て  い  ま す 。

大 阪 府 広 報 担 当 副 知 事
も ず や ん

患 者 さ ん や ご 家 族 が 自 分 ら し く 過 ご せ る よ う 援 助 し 、

か ら だ  や  気  持 ち の  つ ら さ な ど の  緩  和  に  取 り 組 ん で  い ま す 。

緩 和 ケ ア 外 来 ス ト ー マ 外 来

緩 和 ケ ア 外 来 の 様 子 （ 写 真 左 が 林 さ ん ）
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特 集 ・ 看 護 専 門 外 来

大 阪 大 学 医 学 部 附 属 病 院

緩 和 医 療 セ ン タ ー ジ ェ ネ ラ ル マ ネ ー ジ ャ ー

　 緩 和 ケ ア と は 、 治 療 を 受 け る 中 で 生 じ る か ら だ や 心 の つ ら

さ を 和 ら げ  、 患 者 さ ん や ご 家 族 が 自 分 ら し く 過 ご す こ と が で

き る よ う 援 助 す る 関 わ り で す 。 従 来 は 、 緩 和 ケ ア ＝ 病 気 の 治

療 法 が な く な っ た 方 の 終 末 期 ケ ア と 認 識 さ れ て い ま し た が 、

現 在 で は 患 者 さ ん が 生 命 を 脅 か す 病 気 の 診 断 を 受 け た 時 点

か ら 病 気 の 治 療 と 並 行 し て 早 期 に 緩 和 ケ ア を 取 り 入 れ 、 患 者

さ ん や ご  家  族  の 苦  痛 を 緩  和 し な が ら 治 療  や 療  養 を 行 う こ と

が す す め ら れ て い ま す  。

　 当 院 の 緩 和 ケ ア 外 来 で も 、 痛 み だ

け で な く  、 不 眠  や 気 持 ち の つ ら さ な ど

の 緩 和 に 取 り 組 ん で い ま す 。 が ん 治 療

と 並 行 し て 緩 和 ケ ア を 行 う こ と で 外

来 通 院 中 の 患 者 さ ん へ よ り 質 の 高 い

ケ ア が  提  供  で  き る よ う に  な る と 共  に  、

手  術  や  抗  が ん  剤 な ど 病  気 に 対  す る 治

療  へ の 効  果  の 向  上 に つ な が る こ と が

期  待 さ れ て い ま す  。

緩 和 ケ ア 外 来 と は

　  初  診  時 に は 必 ず 患 者 さ ん  の ご 希 望 を お 聴 き し ま す  。 あ る 患 者 さ ん は  、 少 し で も 不 安  や  恐  怖 が  和 ら い

で ほ し い と 希 望 さ れ  、 心 身 と も に 落 ち 着 い た 状  態 で 生 活 で き る よ う 気 持 ち の 整  理 や 状  況 に 合 わ せ て 薬

剤 の 調 整 を 行 い ま し た 。 ２ 回 目 の 受 診 時 に は 、 抗 が ん 剤 治 療 の 副 作 用 や 治 療 へ の 不 安 、 今 後 の 人 生 を

ど う 生 き る か な ど 気 持 ち の 揺 れ や 思 い を お 聴 き し ま し た 。 診 察 後 「 こ こ で 話 せ て よ か っ た 。 治 療 を し た く

な い わ け で は な く 踏 ん 切 り が つ か な か っ た 。 希 望 や 趣 味 を 質 問

さ れ て 、 好 き な 音 楽 す ら 聞 い て い な い こ と に 気 づ い た 。 治 療 を

し て 落 ち 着 い た ら や り た い こ と が で て く る か も し れ な い 。 」 と 話

さ れ 治 療 開 始 を 決 断 さ れ ま し た 。

　 こ の よ う に 、 緩 和 ケ ア 外 来 で は 、 患 者 さ ん や ご 家 族 の つ ら い

症 状 や お 気 持 ち 、 生 活 の 状 況 や 希 望 な ど を お 聴 き し ま す 。 患 者

さ ん や ご 家 族 が 自 分 ら し く 過 ご す こ と が で き る よ う こ れ か ら も

気 持 ち に 寄 り 添 っ た 看 護 を 外 来 で 続 け て い き た い と 思 い ま す  。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

林 み ず ほ さ ん

ス ト ー マ  外  来 と は

　 以 前 、 他 院 で 手 術 を 受 け た も の の ス ト ー マ 外 来 が な

い た め 、 受 診 さ れ た 方 が い ら っ し ゃ い ま し た 。「 傍 ス

ト ー マ ヘ ル ニ ア 」 と い う 合 併 症 が あ り 、「 今 の 方 法 で よ

い の か 、 他 に 対 処 法 が あ る の か 気 に な っ て 不 安 だ っ

た 。 」 と の 事 で 、 ス ト ー マ と 腹 部 の 状 態 を 確 認 し 、 ヘ ル

ニ ア ベ ル ト の 使 用 方 法 や 排 便 コ ン ト ロ ー ル な ど 生 活 に

合  っ た ケ  ア  方  法  を ご  説  明 し ま し た  。

　 そ の 方 の 受 診 は こ の １ 度 き り だ っ た の で す が 、 後 日

い た だ い た お 手 紙 に は 「  不 安 も 解 消 し 平 穏 に 日 常 生 活

を 送 ら せ て 頂 い て 居 り ま す  。 し か し ス ト ー マ と は 今 後 も

一 生 の 付 き 合 い 。 そ の 間 ヘ ル ニ ア 等 は 覚 悟 せ ね ば な

り ま せ ん 。 当 日 、 仰 っ て 下 さ っ た 言 葉 に 支 え ら れ て 今 後

も 頑 張 っ て い こ う と 思 い ま す 。 ぜ ひ ま た よ ろ し く お 願 い

致 し た く 存 じ ま す 。 」 と 書 か れ て い ま し た 。

　  こ  の よ う に  ス ト  ー マ  保  有  者  の  方  が  安  心 し て  日  常  生  活

が 送 れ る よ う に 、 今 後 も お 手 伝 い で き れ ば と 思 っ て い

ま す 。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

大 阪 鉄 道 病 院

皮 膚 ・ 排 泄 ケ ア 認 定 看 護 師 柿 元 奈 緒 子 さ ん

　 人 工 肛 門 ・ 人 工 膀 胱 （ ス ト ー マ ） を つ く る 手 術 を 受 け

ら れ た 方 や 、 こ れ か ら 手 術 を 受 け る 予 定 の 方 を 対 象 と

し た 外 来 で す 。 当 院 の ス ト ー マ 外 来 で は 、 手 術 前 の 方 か

ら 手 術 後 2 0 年 以 上 経 過 さ れ た 方 ま で 幅 広 く 受 診 さ れ

て い ま す 。 主 に 専 門 の 研 修 を 修 了 し た 看 護 師 （ 皮 膚 ・ 排

泄 ケ ア 認 定 看 護 師 ） が 担 当 し ま す が 、 必 要 に 応 じ て 外

科 医 師 や 泌 尿 器 科 医 師 と 連 携 し て い ま す 。 ま た 、 当 院

で 手  術 を 受 け た 方 は も ち ろ ん 、 他 院 で 手 術 を 受 け た 方

で 「 手 術 を 受 け た 病 院 に ス ト ー マ 外 来 が な い 」「 手 術 を

受 け た 病  院 が 自 宅 か ら 遠 く ス ト ー マ 外 来 に 通 う の が  難

し い 」 と い っ た ケ ー ス は 、 紹 介 状 を 持 参 の う え 診 療 科 医

師 の 診 察 を 受 け て い た だ け れ ば 受 診 で き ま す 。

● 手 術 予 定 の 方

・ 少 し で も 安 心 し て 手 術 に 臨 め る よ う に

  ス ト ー マ に 関 す る 情 報 を 提 供 。

・ 具 体 的 な 疑 問 に お 答 え す る 。

● 手 術 を 受 け ら れ た 方

・ 定 期 的 な ス ト ー マ と 周 り の

  皮 膚 の チ ェ ッ ク 。

・ ス キ ン ケ ア や 装 具 の 紹 介 。

・ ト ラ ブ ル が 発 生 し た 場 合 の 対 応 。

・ 日 常 生 活 を 送 る う え で の ス ト ー マ ケ ア の 工 夫 。

ス ト ー  マ  外  来  の  ケ  ア  で  行  っ て  い る こ と

● 日 常 生 活 へ の 不 安

・ 何  を  食  べ  た  ら  い  い  か  。

・ お 風 呂 に は 入 れ る の か 。

● ス ト ー マ ケ ア へ の 不 安

・ 排 泄 物 が 漏 れ る の で は な い か 。

・ 皮 膚 が か ぶ れ る の で は な い か 。

・ 装 具 が 外 れ る の で は な い か 。

・ 臭 う の で は な い か 。

主 な 相 談 内 容 に つ い て

?

患 者 さ ん が 少 し で も 安 心 し て 日 常 生 活 を 送 れ る よ う 、

情 報 提 供 や ス ト ー マ ケ ア の 工 夫 な ど お 伝 え し て い ま す 。

緩 和 ケ ア 外 来 は チ ー ム 体 制 ！

身 体 症 状 担 当 医 ・ 精 神 症 状 担 当

医 ・ 看 護 師 （ が ん 看 護 専 門 看 護 師 、

緩 和 ケ ア 認 定 看 護 師 ） を 中 心 に 、

必 要 に 応 じ て 薬 剤 師 ・ 医 療 ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ ー と 連 携 し 、 多 職 種 で

対  応 し て い ま す 。

ま た 、 ペ イ ン 外 来 （ が ん 疼 痛 緩 和 初

診 ） と も 連 携 し 、 入 院 ・ 外 来 で 切 れ

目 の な い 緩 和 ケ ア を 提 供 す る 体 制

を  取 っ て  い  ま す 。

大 阪 府 広 報 担 当 副 知 事
も ず や ん

患 者 さ ん や ご 家 族 が 自 分 ら し く 過 ご せ る よ う 援 助 し 、

か ら だ  や  気  持 ち の  つ ら さ な ど の  緩  和  に  取 り 組 ん で  い ま す 。

緩 和 ケ ア 外 来 ス ト ー マ 外 来

緩 和 ケ ア 外 来 の 様 子 （ 写 真 左 が 林 さ ん ）

V oic e.0 2Voic e.03
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特 集 ・ 看 護 専 門 外 来

助 産 師 外 来 と は

　 「  妊  娠 中 に わ か ら な い こ と や 不 安 な こ と を ゆ っ く り 時

間 を 掛 け て 話 を 聞 い て も ら っ た り 、 相 談 で き た の で よ

か っ た 。 」「 助 産 師 外 来 で 上 の 子 ど も も 一 緒 に 妊 婦 健 診

を 受 け て い た の で 、 子 ど も 自 身 も 落 ち 着 い て お 産 立 ち

会 い が で き 、 良 か っ た で す 。 」「 お 産 の 時 、 知 っ て い る 助

産 師 さ ん が 沢 山 い て く れ た の で 安 心 し た 。 」 の お 声 を い

た だ い て い ま す 。 ま た 、 上 の 子 ど も さ ん が 超 音 波 検 査 で

赤 ち ゃ ん の 姿 を お 母 さ ん と 一  緒 に 見 る こ と で  、 お 兄 ち ゃ

ん や お 姉 ち ゃ ん に な る 心 の 準 備 が

で き ま す  。

　  助  産  師  外  来  の こ と を  知  っ て  い  た

だ く た  め に  、 当  院  の  イ ン ス タ グ ラ ム

で 情 報 を 発 信 し て い ま す の で 、 ぜ ひ

ご  覧 く だ さ い ね  。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

大 阪 市 立 十 三 市 民 病 院

ア ド バ ン ス 助 産 師 中 原 明 子 さ ん

　 当 院 で は 、 妊 娠 2 2 週 か ら 妊 娠 4 0 週 0 日 ま で の 、 妊 娠 経 過 に 異 常 が な い 妊 婦 さ

ん を 対 象 に 、 助 産 師 が 妊 婦 健 診 を 行 い ま す 。 ア ド バ ン ス 助 産 師 ※ が 中 心 と な り

担 当 し 、 必 要 に 応 じ て 産 科 医 師 と 連 携 を し て い ま す 。 ま た 、 完 全 予 約 制 で 待 ち 時

間 が な く 、 ご 家 族 ど な た で も 一 緒 に 受 診 で き ま す 。

　 健 診 で は 、 超 音 波 検 査 で 赤 ち ゃ ん の お 顔 や 手 な ど 、 お な か の 中 の 赤 ち ゃ ん の

様 子 を 見 る こ と が で き ま す 。 妊 娠 中 の 過 ご し 方 、 出 産 時 の 立 会 い を 誰 に し た い

か 、 ど ん な サ ポ ー ト を し て ほ し い か な ど 、 バ ー ス プ

ラ ン を 助 産 師 と 一 緒 に 考 え ま す 。 ま た 育 児 を し て

い く 上 で 、 ど ん な 母 親 に な り た い か を 助 産 師 や

ご  家  族  と  話  し  、 前  向  き  に  妊  娠 ・ 出  産 ・ 育  児  の  準  備

が  で  き る よ う に  助  産  師  外  来  で  サ  ポ  ー ト し て  い ま

す 。 分 娩 入 院 時 に 助 産 師 外 来 で 担 当 し た 助 産 師

が  い  る  こ  と  で  安  心  し て  出  産 ・ 育  児  が  で  き  る  よ う に

支  援 し て  い ま  す  。

イ ン ス タ グ ラ ム は こ ち ら か ら チ ェ ッ ク ！

バ ー ス プ ラ ン や 、ど ん な 母 親 に な り た い か な ど を 相 談 し 、

前 向 き に 出 産 や 育 児 の 準 備 が で き る よ う サ ポ ー ト し て い ま す 。

専 門 看 護 師

認 定 看 護 師

看 護 師 は 資 格 取 得 後 も 、 知 識 ・ 技 術 を 高 め る こ と が 求 め ら れ ま す 。 公 益 社 団

法 人 日 本 看 護 協 会 で は 、 キ ャ リ ア ア ッ プ の 仕 組 み と し て 、 専 門 性 の 高 い 看

護 師 を 認 定 す る 制 度 を 設 け て い ま す 。 そ れ が 専 門 看 護 師 と 認 定 看 護 師 で

す 。 ど ち ら も 実 務 経 験 5 年 以 上 で 、 そ の う ち 3 年 は 専 門 看 護 分 野 ま た は 認 定

看 護 分 野 の 看 護 経 験 を 持 つ 人 が そ れ ぞ れ 定 め ら れ た 教 育 を 受 け 、 審 査 に 合

格 す る こ と で 認  定 さ れ ま す  。 医  療  の 高  度 化 や 専  門  化 に 伴 っ て 専  門  看  護  師 ・ 認

定 看 護 師 へ の 期 待 は 高 ま っ て い ま す 。

看 護 専 門 外 来 で
活  躍 す る

こ れ か ら 出 産 予 定 の ご 家 族 に ベ ビ ー 人 形 を 用 い て
赤  ち ゃ ん  を お  迎  え す る  準  備  に  つ  い て  お  話 し し て  ま  す  。

助 産 師 外 来

日 本 助 産 評 価 機 構 の C L o C Mi p
（ 助 産 実 践 能 力 習 熟 段 階 ） レ ベ
ル Ⅲ に 達 し 、 認 証 さ れ た 助 産 師 。

※ ア ド バ  ン ス  助  産  師

V oic e.0 4

参 照 ： 公 益 社 団 法 人 日 本 看 護 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ

日 本 看 護 協 会
ホ ー ム ペ ー ジ

「 資 格 認 定 制 度 」

2 1 分 野  2 0, 3 5 1名1 4 分 野  3, 3 1 6名 A 課 程 ：

1 9 分 野 　 3, 7 4 5 名B 課 程 ：

認 定 看 護 師 （ 2 0 2 3 年 1 2 月 時 点 ）専 門 看 護 師 （ 2 0 2 3 年 1 2 月 時 点 ）

材 料 （ 2 合 分 ）

碓 井 え ん ど う は 明 治 時 代 に 羽 曳 野 市 碓 井 地 区 に ア メ リ カ 合 衆 国

か ら 導 入 さ れ 、 改 良 さ れ た む き 身 用 え ん ど う で す 。 小 型 で さ や と

豆 の 色 合 い が 淡 い が 、 甘 み が 強 い で す 。

大 阪 フ キ は 、 ３ 月 ～ ４ 月 に 出 荷 さ れ 、 な に わ 特 産 品 と し て 泉 州 地 方 で

多 く 栽 培 さ れ て い ま す 。 の び す ぎ で ん ね ん 、 と 表 現 さ れ る ほ ど 丈 が

長  い  の  が  特  徴  で  す 。

フ キ は し っ か り と 水 気 を 切 っ て 6 ～ 7 ㎜ 幅 に 切 る 。 舞 茸 は 石 づ き を 掃 除

し て 、 食 べ や す い 大 き さ に ほ ぐ す 。
● 1

研 い だ 米 は 一 度 ざ る に あ け て し っ か り 水 気 を 切 り 、 炊 飯 器

の 内 釜 に 移 す 。 そ こ へ 醤 油 ・ み り ん ・ 昆 布 を 加 え 、 最 後 に 水 を

2 合 の 目 盛 ま で 入 れ て か ら 具 材 を の せ 、 炊 飯 を 開 始 す る 。

●2

炊 き あ が っ た ら 、 昆 布 を 取 り 出 し 、 さ っ く り 混 ぜ 合 わ せ る 。

お 好 み で 油 揚 げ や 鶏 肉 を 混 ぜ て も 。
●3

水 3 0 0 ｃ ｃ に 塩 １ つ ま み （ 分 量 外 ） と 碓 井 え ん ど う を さ や ご と 鍋 に 入 れ 、 火 に

か け 4 分 ～ ５ 分 煮 て 、 こ す。 の ち に 、 さ や と 豆 を 分 け る 。
● 1

こ し た 煮 汁 に 豆 、 塩 １ つ ま み （ 分 量 外 ） を 入 れ 、 5 分 煮 て 煮 汁 に ひ た し た

ま ま 鍋 ご と 冷 ま す 。
●2

水 を 切 っ た 白 米 に 、 ② の 煮 汁 1 0 0 c c ・ 調 味 料 を 入 れ 、 規 定 の 線 ま で 水 を

足  し て  炊 く 。
●3

炊 き あ が り に 豆 を 入 れ て 軽 く 混 ぜ 合 わ せ 、 器 に 盛 る 。●4

大 阪 フ キ と 舞 茸 の 炊 き 込 み ご 飯

材 料 （ 2 合 分 ）

大 阪 の 春 野 菜 を 使 っ た 健 康健 康 レ シ ピ

フ キ は 葉 を 落 と し 、 鍋 の 大 き さ に 合 わ せ て 長 さ を 整 え 、 た っ ぷ り 塩 を 振 っ て 板

摺 り し 沸 騰 し た 湯 で 茹 で ま す 。 4 ～ ６ 分 茹 で た ら 冷 水 に と り 、 薄 皮 を む き ま す 。

皮 を む い た フ キ は 、 水 に つ け て 、 冷 蔵 庫 で 保 存 す れ ば 2 ～ 3 日 は 持 ち ま す。

え ん ど う 豆 は 、 食 物 繊 維 が 豊 富 で 野 菜 類 の 中 で も ト ッ プ ク ラ ス 。 不 溶 性 食 物

繊 維 の 割 合 が 多 い の で 便 秘 の 改 善 が 期 待 で き ま す。

［ フ キ の 下 処 理 方 法 ］ 知  っ  得 ！ 豆  知  識

参 考 ： 大 阪 市 な に わ 伝 統 や さ い の ペ ー ジ

碓  井 え  ん ど う の  炊 き 込  み  ご  飯
う す 　   い

米 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さ や  付 き
碓  井  え  ん  ど う ・・・・

昆  布  だ し  汁 ・・・・・・

酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 合（ 研 い で お く ）

3 0 0 c c

1 5 0 ｇ

2 0 0 c c

6 0 c c

小 さ じ 1

（ え ん ど う 豆 に 代 用 可 ）

【 調 味 料 】

レ シ ピ 提 供 ：

農 事 組 合 法 人 農 民 連 大 阪 産 直 セ ン タ ー

米 ・・・・・・・・・・・・・・

フ キ ・・・・・・・・・・・・

舞 茸 ・・・・・・・・・・・

醤 油 ・・・・・・・・・・・

み り ん ・・・・・・・・・

昆 布 ・・・・・・・・・・・

2 合 （ 研 い で お く ）

大 さ じ 2 と 1 / 2

大 さ じ 2 と 1 / 2

（ 下 茹 で を し た も の ）
1 5 0 ｇ

1 0 0  ｇ く ら  い

1 0 ㎝

（ あ れ ば  大  阪 フ キ ）

（ あ れ ば 薄 口 ）
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特 集 ・ 看 護 専 門 外 来

助 産 師 外 来 と は

　 「  妊  娠 中 に わ か ら な い こ と や 不 安 な こ と を ゆ っ く り 時

間 を 掛 け て 話 を 聞 い て も ら っ た り 、 相 談 で き た の で よ

か っ た 。 」「 助 産 師 外 来 で 上 の 子 ど も も 一 緒 に 妊 婦 健 診

を 受 け て い た の で 、 子 ど も 自 身 も 落 ち 着 い て お 産 立 ち

会 い が で き 、 良 か っ た で す 。 」「 お 産 の 時 、 知 っ て い る 助

産 師 さ ん が 沢 山 い て く れ た の で 安 心 し た 。 」 の お 声 を い

た だ い て い ま す 。 ま た 、 上 の 子 ど も さ ん が 超 音 波 検 査 で

赤 ち ゃ ん の 姿 を お 母 さ ん と 一  緒 に 見 る こ と で  、 お 兄 ち ゃ

ん や お 姉 ち ゃ ん に な る 心 の 準 備 が

で き ま す  。

　  助  産  師  外  来  の こ と を  知  っ て  い  た

だ く た  め に  、 当  院  の  イ ン ス タ グ ラ ム

で 情 報 を 発 信 し て い ま す の で 、 ぜ ひ

ご  覧 く だ さ い ね  。

患 者 さ ん と の エ ピ ソ ー ド

大 阪 市 立 十 三 市 民 病 院

ア ド バ ン ス 助 産 師 中 原 明 子 さ ん

　 当 院 で は 、 妊 娠 2 2 週 か ら 妊 娠 4 0 週 0 日 ま で の 、 妊 娠 経 過 に 異 常 が な い 妊 婦 さ

ん を 対 象 に 、 助 産 師 が 妊 婦 健 診 を 行 い ま す 。 ア ド バ ン ス 助 産 師 ※ が 中 心 と な り

担 当 し 、 必 要 に 応 じ て 産 科 医 師 と 連 携 を し て い ま す 。 ま た 、 完 全 予 約 制 で 待 ち 時

間 が な く 、 ご 家 族 ど な た で も 一 緒 に 受 診 で き ま す 。

　 健 診 で は 、 超 音 波 検 査 で 赤 ち ゃ ん の お 顔 や 手 な ど 、 お な か の 中 の 赤 ち ゃ ん の

様 子 を 見 る こ と が で き ま す 。 妊 娠 中 の 過 ご し 方 、 出 産 時 の 立 会 い を 誰 に し た い

か 、 ど ん な サ ポ ー ト を し て ほ し い か な ど 、 バ ー ス プ

ラ ン を 助 産 師 と 一 緒 に 考 え ま す 。 ま た 育 児 を し て

い く 上 で 、 ど ん な 母 親 に な り た い か を 助 産 師 や

ご  家  族  と  話  し  、 前  向  き  に  妊  娠 ・ 出  産 ・ 育  児  の  準  備

が  で  き る よ う に  助  産  師  外  来  で  サ  ポ  ー ト し て  い ま

す 。 分 娩 入 院 時 に 助 産 師 外 来 で 担 当 し た 助 産 師

が  い  る  こ  と  で  安  心  し て  出  産 ・ 育  児  が  で  き  る  よ う に

支  援 し て  い ま  す  。

イ ン ス タ グ ラ ム は こ ち ら か ら チ ェ ッ ク ！

バ ー ス プ ラ ン や 、ど ん な 母 親 に な り た い か な ど を 相 談 し 、

前 向 き に 出 産 や 育 児 の 準 備 が で き る よ う サ ポ ー ト し て い ま す 。

専 門 看 護 師

認 定 看 護 師

看 護 師 は 資 格 取 得 後 も 、 知 識 ・ 技 術 を 高 め る こ と が 求 め ら れ ま す 。 公 益 社 団

法 人 日 本 看 護 協 会 で は 、 キ ャ リ ア ア ッ プ の 仕 組 み と し て 、 専 門 性 の 高 い 看

護 師 を 認 定 す る 制 度 を 設 け て い ま す 。 そ れ が 専 門 看 護 師 と 認 定 看 護 師 で

す 。 ど ち ら も 実 務 経 験 5 年 以 上 で 、 そ の う ち 3 年 は 専 門 看 護 分 野 ま た は 認 定

看 護 分 野 の 看 護 経 験 を 持 つ 人 が そ れ ぞ れ 定 め ら れ た 教 育 を 受 け 、 審 査 に 合

格 す る こ と で 認  定 さ れ ま す  。 医  療  の 高  度 化 や 専  門  化 に 伴 っ て 専  門  看  護  師 ・ 認

定 看 護 師 へ の 期 待 は 高 ま っ て い ま す 。

看 護 専 門 外 来 で
活  躍 す る

こ れ か ら 出 産 予 定 の ご 家 族 に ベ ビ ー 人 形 を 用 い て
赤  ち ゃ ん  を お  迎  え す る  準  備  に  つ  い て  お  話 し し て  ま  す  。

助 産 師 外 来

日 本 助 産 評 価 機 構 の C L o C Mi p
（ 助 産 実 践 能 力 習 熟 段 階 ） レ ベ
ル Ⅲ に 達 し 、 認 証 さ れ た 助 産 師 。

※ ア ド バ  ン ス  助  産  師
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参 照 ： 公 益 社 団 法 人 日 本 看 護 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ

日 本 看 護 協 会
ホ ー ム ペ ー ジ

「 資 格 認 定 制 度 」

2 1 分 野  2 0, 3 5 1名1 4 分 野  3, 3 1 6名 A 課 程 ：

1 9 分 野 　 3, 7 4 5 名B 課 程 ：

認 定 看 護 師 （ 2 0 2 3 年 1 2 月 時 点 ）専 門 看 護 師 （ 2 0 2 3 年 1 2 月 時 点 ）

材 料 （ 2 合 分 ）

碓 井 え ん ど う は 明 治 時 代 に 羽 曳 野 市 碓 井 地 区 に ア メ リ カ 合 衆 国

か ら 導 入 さ れ 、 改 良 さ れ た む き 身 用 え ん ど う で す 。 小 型 で さ や と

豆 の 色 合 い が 淡 い が 、 甘 み が 強 い で す 。

大 阪 フ キ は 、 ３ 月 ～ ４ 月 に 出 荷 さ れ 、 な に わ 特 産 品 と し て 泉 州 地 方 で

多 く 栽 培 さ れ て い ま す 。 の び す ぎ で ん ね ん 、 と 表 現 さ れ る ほ ど 丈 が

長  い  の  が  特  徴  で  す 。

フ キ は し っ か り と 水 気 を 切 っ て 6 ～ 7 ㎜ 幅 に 切 る 。 舞 茸 は 石 づ き を 掃 除

し て 、 食 べ や す い 大 き さ に ほ ぐ す 。
● 1

研 い だ 米 は 一 度 ざ る に あ け て し っ か り 水 気 を 切 り 、 炊 飯 器

の 内 釜 に 移 す 。 そ こ へ 醤 油 ・ み り ん ・ 昆 布 を 加 え 、 最 後 に 水 を

2 合 の 目 盛 ま で 入 れ て か ら 具 材 を の せ 、 炊 飯 を 開 始 す る 。

●2

炊 き あ が っ た ら 、 昆 布 を 取 り 出 し 、 さ っ く り 混 ぜ 合 わ せ る 。

お 好 み で 油 揚 げ や 鶏 肉 を 混 ぜ て も 。
●3

水 3 0 0 ｃ ｃ に 塩 １ つ ま み （ 分 量 外 ） と 碓 井 え ん ど う を さ や ご と 鍋 に 入 れ 、 火 に

か け 4 分 ～ ５ 分 煮 て 、 こ す。 の ち に 、 さ や と 豆 を 分 け る 。
● 1

こ し た 煮 汁 に 豆 、 塩 １ つ ま み （ 分 量 外 ） を 入 れ 、 5 分 煮 て 煮 汁 に ひ た し た

ま ま 鍋 ご と 冷 ま す 。
●2

水 を 切 っ た 白 米 に 、 ② の 煮 汁 1 0 0 c c ・ 調 味 料 を 入 れ 、 規 定 の 線 ま で 水 を

足  し て  炊 く 。
●3

炊 き あ が り に 豆 を 入 れ て 軽 く 混 ぜ 合 わ せ 、 器 に 盛 る 。●4

大 阪 フ キ と 舞 茸 の 炊 き 込 み ご 飯

材 料 （ 2 合 分 ）

大 阪 の 春 野 菜 を 使 っ た 健 康健 康 レ シ ピ

フ キ は 葉 を 落 と し 、 鍋 の 大 き さ に 合 わ せ て 長 さ を 整 え 、 た っ ぷ り 塩 を 振 っ て 板

摺 り し 沸 騰 し た 湯 で 茹 で ま す 。 4 ～ ６ 分 茹 で た ら 冷 水 に と り 、 薄 皮 を む き ま す 。

皮 を む い た フ キ は 、 水 に つ け て 、 冷 蔵 庫 で 保 存 す れ ば 2 ～ 3 日 は 持 ち ま す。

え ん ど う 豆 は 、 食 物 繊 維 が 豊 富 で 野 菜 類 の 中 で も ト ッ プ ク ラ ス 。 不 溶 性 食 物

繊 維 の 割 合 が 多 い の で 便 秘 の 改 善 が 期 待 で き ま す。

［ フ キ の 下 処 理 方 法 ］ 知  っ  得 ！ 豆  知  識

参 考 ： 大 阪 市 な に わ 伝 統 や さ い の ペ ー ジ

碓  井 え  ん ど う の  炊 き 込  み  ご  飯
う す 　   い

米 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さ や  付 き
碓  井  え  ん  ど う ・・・・

昆  布  だ し  汁 ・・・・・・

酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 合（ 研 い で お く ）

3 0 0 c c

1 5 0 ｇ

2 0 0 c c

6 0 c c

小 さ じ 1

（ え ん ど う 豆 に 代 用 可 ）

【 調 味 料 】

レ シ ピ 提 供 ：

農 事 組 合 法 人 農 民 連 大 阪 産 直 セ ン タ ー

米 ・・・・・・・・・・・・・・

フ キ ・・・・・・・・・・・・

舞 茸 ・・・・・・・・・・・

醤 油 ・・・・・・・・・・・

み り ん ・・・・・・・・・

昆 布 ・・・・・・・・・・・

2 合 （ 研 い で お く ）

大 さ じ 2 と 1 / 2

大 さ じ 2 と 1 / 2

（ 下 茹 で を し た も の ）
1 5 0 ｇ

1 0 0  ｇ く ら  い

1 0 ㎝

（ あ れ ば  大  阪 フ キ ）

（ あ れ ば 薄 口 ）
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I nf o r m a ti o n

笑 顔 を つ な ぐ 健 康 づ く り
ー い つ で も ど こ で も で き る 簡 単 筋 ト レ ー

順 天 堂 大 学 大 学 院
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 研 究 科 先 任 准 教 授

主 催 ： 看 護 未 来 展 実 行 委 員 会

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

詳 細 お よ び 講 演 参 加 申 込 は

看 護 未 来 展 検 索

ガ ザ 地 区 で 医 療 支 援 に 携 わ っ た 看 護 師 に よ る
活 動 報 告 で す 。

2 0 2 4 年 度『 看 護 の 日 ・ 看 護 週 間 』 事 業

特 別 講 演

4.1 9

講 師

谷 本 道 哉 氏

2 0 2 4 年 4 月 1 7 日 （  水 ） ～ 1 9 日 （  金  ）開 催 期 間

会 場 イ ン テ ッ ク ス  大  阪

1 5 :0 0 ～ 1 6 :0 0

「 筋 肉 は 裏 切 ら な い 」テ ー マ

金

定 員 1 0 0 名

記 念 講 演

5.1 8
11 :4 5 ～ 1 2 :3 0

土
考 え よ う 看 護 の こ こ ろ

後 期 公 演 に 1 0 組 2 0 名 様 ご 招 待 ！ ！

対 象 日
2 0 2 4 年 4 月 8 日 （ 月 ）～ 5 月 2 7 日 （  月  ）

※ 休 演 日 （ 木 曜 日 等 ） 、 日 曜 日 、 祝 日 除 く

会 場 特 設 会 場 （ 地  下  鉄 ・ J R 森 ノ 宮 駅 徒 歩 1 2 分 ）

当 選 発 表 　 厳 正 な る 抽 選 の 上 、 チ ケ ッ ト の 発 送 を も っ て か え さ せ て い た だ き ま す 。

締 切 は ３ 月 ３ １ 日 （ 日 ）！

詳 細 と ご 応 募 は
下 記 の Q R コ ー ド か ら

お 願 い し ま す ！

第 1 弾

申 込 方 法 等 、
詳  細 お よ び
最 新 情 報 は
こ ち ら ！

で お な じ み  の
谷 本 先 生 の 講 演!!

講   師
日 本 赤 十 字 社
大 阪 赤 十 字 病 院 川 瀬 佐 知 子 氏 （ 予 定 ）

 看 護 師

会   場 大 阪 府 看 護 協 会  ナ ー シ ン グ ア ー ト 大 阪 （ 大 阪 市 城 東 区 鴫 野 西 2- 5- 2 5 ）

第 2 弾

体  験  イ ベ  ン ト を
夏  ご ろ  に  予  定 ！

2 4v ol.

発 行 日 ／ 令 和 6 年 3 月 2 0 日 　 発 行 人 ／ 弘 川 摩 子 　 編 集 ・ 発 行 所 ／ 公 益 社 団 法 人 大 阪 府 看 護 協 会

〒 5 4 0 - 0 0 0 1 大 阪 市 中 央 区 城 見 2 - 2 - 2 2 マ ル イ ト O B P ビ ル 8 階

T E L. 0 6 - 6 9 4 7 - 6 9 0 0 　 F A X. 0 6 - 6 9 4 7 - 6 9 0 1 　 htt p: / / w w w. o s a k a - k a n g o k y o k ai. or.j p

※ 文 章 ・ 画 像 等 の 内 容 の 無 断 転 載 及 び 複 製 等 の 行 為 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

「 看 護 の 日 」 キ ャ ラ ク タ ー

大 阪 府 か ん ご ち ゃ ん

大 阪 の お ば ち ゃ ん が
モ チ ー フ や で ！
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